
三島市長定例記者会見資料

令和３年１２月 

月間行事予定 

令和４年版 三島市民カレンダー発行 

（今年のテーマは「みつけた！三島の“いいね”」） 

日時 令和３年１１月２６日（金） 

午前１０時３０分～ 

場所 三島市役所 本館２階 第二会議室



 

記者会見資料 三島市 

せせらぎと緑と 活力あふれる 幸せ実感都市・三島  

シニアもデジタル化の取組を強化へ！ 

  「三島市スマホ・タブレットキャラバン隊」を結成します 
～ＩＣＴを活用した仲間づくり、生きがいづくりを推進～ 

 

令和元年 12月にスマート市役所宣言をした三島市では、様々なデジタル化への取組を進めていますが、

この度、高齢者の介護予防や仲間づくりにも、ＩＣＴを活用した事業を取り入れ、強化推進していくために、

「三島市スマホ・タブレットキャラバン隊」を結成します。このキャラバン隊は、講師１名と補助講師とな

るアシスタント数名が、地域の通いの場などに出向き、ＩＣＴを活用した仲間づくりや生きがいづくり、介

護予防に繋がる講座を進めていくものです。 

 

 
 

１ 「三島市スマホ・タブレットキャラバン隊」結成式 

 三島市スマホ・タブレット講師１名と三島市スマホ・タブレットアシスタント９名に依頼状を交付します。 

  日時：１２月１５日（水） ９時３０分～  

場所：市役所市長応接室 

   

２ 「三島市スマホ・タブレットキャラバン隊」について 

スマホ・タブレットアシスタントとして活動してくれるシニアを募り、養成講座等を受講した第１期「三

島市スマホ・タブレットアシスタント」9名と「三島市スマホ・タブレット講師」１名で、「三島市スマホ・

タブレットキャラバン隊」を結成します。 

令和元年度に「スマート市役所宣言」をした三島市が、ＩＣＴの活用に苦手意識を持つ方が多いシニアを

対象に、身近な仲間づくりや介護予防の中にＩＣＴを取り入れ、高齢者の健康寿命の延伸を目指すとともに、

三島市全体のデジタル化の取り組みをさらに加速させます。 

 

３ 「三島市スマホ・タブレットキャラバン隊」派遣について 

 地域で活動するシニアクラブや高齢者を中心とした住民主体の通いの場等の団体を対象に派遣を行いま

す。講座内容は事前に講師と相談の上決定し、１講座２回を基本に実施していきます。 

 

 

 

ここがポイント！ 

● 三島市初の「三島市スマホ・タブレットキャラバン隊」の誕生を記念し結成式を開催 

● 「三島市スマホ・タブレットキャラバン隊」は全員がシニア世代 

● 「三島市スマホ・タブレットキャラバン隊」が市内全域希望の場所へ出張 

● 一番ゆっくりな方のペースに合わせて進むため、初心者でも安心して参加できる 

● 講座終了時には、お仲間同士が繋がることができるグループＬＩＮＥを作成するため、継続的に 

交流することが可能 

三島市健康推進部 地域包括ケア推進課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：原 
TEL. 055-983-2609 FAX. 055-975-9788  e-mail：houkatsu@city.mishima.shizuoka.jp 



 

記者会見資料 三島市 

せせらぎと緑と 活力あふれる 幸せ実感都市・三島  

もっと外へ！もっと笑顔に！ 

「通いの場マップ」を発行します 
～住民主体の通いの場 132か所とシニアクラブ 45クラブを紹介します～ 

 

地域活動が活発な三島市には、「住民主体の通いの場」と呼ばれる市民の方が運営し、主に高齢者が集う

通いの場が数多くあります。高齢者が自分に合った通いの場を見つけ、参加し、仲間を作り、住み慣れた地

域でいきいきとした生活を続けられるよう「通いの場マップ」を作成しました。 

これまで通いの場に参加していなかった方も、通いの場の活動内容や、活動場所から興味のある所を探し、

気軽にご参加ください。 

また、通いの場のプログラムに利用できる講座情報も掲載していますので、是非ご活用ください。 

 

 
 

１ 「通いの場」とは 

  体操や趣味活動等を行い、介護予防に資する活動を住民が主体となり運営し、活動実績が月１回以上あ 

るもの。 

 

２ 「通いの場マップ」発行の目的 

  通いの場は、高齢者が中心となり、地域の仲間や同じ趣味をもつ人が定期的に集まり活動する場です。 

この通いの場の活動は、介護予防やフレイル予防、生きがいづくりに繋がる活動で、高齢者がいつまで

も元気で過ごすための重要な活動の一つです。 

この通いの場を広く周知し、これまで参加していなかった方の参加に繋げ、既存の通いの場については、

今後の活動継続の励みにして頂く事を目的としています。 

 

３ 「通いの場マップ」配布場所 

  市役所本館１階 地域包括ケア推進課いきがい推進係 

  電話番号 ９８３－２６０９  

  ※通いの場代表者あてには郵送済み 

 

 

 

 

 

ここがポイント！ 

● このマップ一枚に、132の「通いの場」と 45のシニアクラブを掲載。 

● 市内全域の「通いの場」が、地図上に番号で表示されており、地図上からも検索可能。 

● 「通いの場」の主な活動内容、活動日時も一覧表示でわかりやすい。 

● その他、通いの場の活動や高齢者の活動に役立つ情報も満載。 

● 高齢者にも見易いＡ１の大判サイズ（折り畳み時Ａ４サイズ）で発行。 

三島市健康推進部 地域包括ケア推進課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：原 
TEL. 055-983-2609 FAX. 055-975-9788  e-mail：houkatsu@city.mishima.shizuoka.jp 

【通いの場マップ】 

 



 
   三島市 

せせらぎと緑と 活力あふれる 幸せ実感都市・三島 

記者会見資料 

令和 3年度三島市総合防災訓練 
～ 身に迫る災害に備えて ～ 

 

突発的な大地震による大規模な災害が発生したことを想定し、防災関係機関及び自主防災会との連携を一

層強化するとともに、市民の防災に関する意識・技能の向上を図るため、三島市総合防災訓練を実施します。 

 

 

１ 日  時 

１２月５日（日） 午前９時～正午  

※個別訓練の実施日時は訓練により異なります。 
 

２ 会  場                          

三島市役所本庁舎駐車場及び総合防災センター 

※個別訓練の実施会場は訓練により異なります。 
   

３ 参加団体   

 陸上自衛隊、静岡地方気象台、県東部保健所、三島警察署、市民文化会館指定管理者、富士山南東消防本

部、三島市消防団、東海旅客鉄道三島駅、ライフライン事業者、医療機関、防災関係機関、協定締結民間

企業・団体、自主防災組織、三島市 ほか            
 

４ 訓練内容(11 月16 日時点)                    
 次頁「実施予定訓練一覧」 

 

５ 中止基準・伝達方法                    

 ⑴中止基準 

  ・気象警報が発表された場合・市内で震度 4以上の地震が発生した場合・新型コロナウイルス感染症に

かかる「まん延防止等重点措置区域」や「緊急事態措置区域」となった場合・その他中止することが

必要と判断される事象が発生した場合 

 ⑵中止決定日時 

  12月 5日(日) 午前6時頃に決定 

 ⑶伝達方法 

  市民メール配信、LINE配信、市ホームページ掲載 

ここがポイント！ 

● 三島市役所本庁舎駐車場等を会場とする啓発・体験ブース（22 ブース）と災害時に使用する施設を

会場とする個別訓練（14訓練）に分けて実施します。 

● 三角巾包帯法、AED、地震体験車など、来場者も体験できるブースを用意しています。 

● 陸上自衛隊や消防署の車両を展示します。 

三島市企画戦略部危機管理課 〒411-8666 静岡県三島市北田町 4-47 担当：松本  

TEL. 055-983-2650 FAX. 055-981-7720 e-mail：kiki@city.mishima.shizuoka.jp 



令和3年度三島市総合防災訓練 実施予定訓練一覧 (11月16日時点)

訓練番号 訓練名 訓練概要 参加団体 主担当課
会場(予
定)

実施予
定日

啓発-1
マンホールトイレ
及び下水道管検査
機器の展示

マンホールトイレや下水道管検
査機器の展示

・サンケン起工 下水道課

啓発-2
災害時のトイレ対
策講習

仮設・簡易・携帯トイレの体験 ・防災指導員
危機管理
課

啓発-3
避難所備蓄品の展
示

主な備蓄品の展示
危機管理
課

啓発-4
災害伝言ダイヤル
体験

災害伝言ダイヤル体験 ・NTT西日本
危機管理
課

啓発-5
災害時の供給設
備・消費機器啓発

地震発生時の供給設備作動説明
と復帰について

・静岡県LPガス協
会三島地区会

危機管理
課

啓発-6
災害時の電気安全
対策

感震ブレーカーの実演と紹介、
避難所立上げ研修等の啓発

・東京電力パワー
グリッド

危機管理
課

啓発-7
都市ガス事業者の
地震対策

動画による都市ガス会社の地震
対策、都市ガスの安全対策展示

・静岡ガス
危機管理
課

啓発-8
気象情報の啓発と
気象観測体験

防災気象情報（キキクル等）の
解説、気象観測の体験等

・静岡地方気象台
危機管理
課

啓発-9
地区防災計画・個
別避難計画啓発

マイタイムラインの作成、要支
援者の補助体験（車椅子）、防
災相談（コロナ禍の防災訓練）

・三島市防災士会
危機管理
課

啓発-10
災害時医療救護活
動啓発

災害時の医療救護体制、口腔衛
生、災害時に必要な薬　など

・医師会・歯科医
師会・薬剤師会

健康づく
り課

啓発-11
ソーラークッカー
展示

ソーラークッカー展示
・ストップ地球温
暖化推進協議会

環境政策
課

啓発-12
スモークハウス体
験

スモークハウスによる火災
（煙）体験

・三島市消防団
危機管理
課

啓発-13
子ども防災救命体
験

AED、担架搬送、水消火器、リ
スクウォッチ

・災害教育支援機
構

危機管理
課

啓発-14
消防団資機材展示
（車両含）

消防団の資機材展示
・三島市消防団・
三島消防署(車両)

危機管理
課

啓発-15
自衛隊装備品展示
（車両含）

自衛隊の装備品展示 ・自衛隊
危機管理
課

啓発-16
バイク隊啓発（災
害への備え）

ハザードマップや備蓄品の啓発
・オフロードバイ
ク隊

危機管理
課

啓発-17
給水の実演・飲料
水備蓄啓発

飲料水備蓄の啓発、給水車から
の給水体験

・CDC情報システム 水道課

啓発-18 排水ポンプ車展示 排水ポンプ車の展示
・三島建設業協力
会

土木課

啓発-19 三角巾包帯法講習 三角巾包帯法の体験
・県看護協会東部
地区支部

健康づく
り課

啓発-20 ドローン操縦体験 小型ドローンの操縦体験 ・カメラのコロナ
危機管理
課

啓発-21 耐震展示
耐震啓発パネル展示及びパンフ
レットの配架

住宅政策
課

啓発-22 地震体験車 地震の体験
危機管理
課

個別-1 救護所開設訓練 救護所開設訓練
・医師会・歯科医
師会・薬剤師会

健康づく
り課

順天堂
大学

12月5日

個別-2
福祉避難所開設訓
練

福祉避難所の開設、受入に係る
情報伝達、福祉トリアージ

・佐野あゆみの
里・中郷西保育園

障がい福
祉課

佐野あ
ゆみの
里、中
郷西保
育園

12月5日

個別-3
救援物資在庫管理
訓練

救援物資の受入・搬出の連絡方
法や在庫管理の方法等を書面で
確認

スポーツ
推進課

市民体
育館大
会議室

12月11日

12月5日

本庁舎
駐車場

総合防
災セン
ター



令和3年度三島市総合防災訓練 実施予定訓練一覧 (11月16日時点)

訓練番号 訓練名 訓練概要 参加団体 主担当課
会場(予
定)

実施予
定日

個別-4
三島市災害ボラン
ティアセンター運
営訓練

社会福祉会館を本部としたボラ
ンティアセンター開設訓練

・社会福祉協議
会・災害VC・ライ
オンズクラブ・三
島青年会議所

福祉総務
課

社会福
祉会館

12月5日

個別-5 遺体措置訓練
遺体収容所の開設、遺体の搬
送・受付・検視・検案・歯牙鑑
定・遺体処置・遺体安置

・三島警察署・医
師会・歯科医師
会・農協葬祭・と
きかわ

市民課
北上文
化プラ
ザ

12月5日

個別-6
滞留旅客避難誘導
訓練（駅北）

三島駅北口から三島長陵高校ま
で滞留旅客を避難誘導、避難所
受付

・JR東海三島駅・
三島長陵高校・現
地配備員

危機管理
課

三島長
陵高校

12月5日

個別-7
滞留旅客避難誘導
訓練（駅南）

三島駅南口から市民文化会館ま
で滞留旅客を避難誘導、避難所
受付

・市民文化会館指
定管理者・三島市
観光協会・三島市
ふるさとガイドの
会

商工観光
課

市民文
化会館

12月5日

個別-8
応急危険度判定訓
練

目視による建物の被害状況判定
・民間応急危険度
判定士

住宅政策
課

市内 12月5日

個別-9
住家被害認定調査
実地訓練

住家被害認定調査の実地訓練 課税課 市内
11月24日
～26日

個別-10
ペット同行避難訓
練

避難の開設訓練を実施する避難
所でのペット同行避難訓練、
ペット防災関連グッズの展示

・東部保健所・動
物保護協会東部支
部

環境政策
課

山田中 12月5日

個別-11 避難所開設訓練

東小、南小、北小、錦田小、徳
倉小、坂小、中郷小、山田小、
南中、北中、山田中、南高校
（11/9現在）避難所開設訓練、
各種資機材の設置等

・各自主防・各小
中学校・現地配備
員

危機管理
課

各避難
所

12月5日

個別-12
被災者支援総合相
談窓口対応訓練

被災者支援総合相談窓口開設か
ら各支援業務受付窓口へ被災者
を誘導するための導線確認

福祉総務
課

生涯学
習セン
ター3F

12月15日

個別-13
医療救護対策本部
無線訓練

救護所との無線による情報伝達
訓練

・医師会・歯科医
師会・薬剤師会

健康づく
り課

保健セ
ンター

12月5日

個別-14
緊急速報メール配
信訓練

緊急速報メールを配信する
危機管理
課

総合防
災セン
ター

12月5日



 
記者会見資料 三島市 

せせらぎと緑と 活力あふれる 幸せ実感都市・三島 

県東部・伊豆地区の5市1町の高校に在席している約6,000名に配布 

広報みしま「高校３年生向け特別号」の発行について 
 ～ 卒業前に改めて自分自身の将来計画や三島（地元）のことをみつめなおすきっかけに ～ 

  
このたび、本市における初めての取り組みといたしまして、高校３年生を対象にした「広報みしま特

別号」を発行することといたしました。 

これは、卒業を前にした高校 3年生に改めて「ふるさと」について考えるきっかけとしていただくと

ともに、若いうちからの郷土愛やシビックプライドの醸成を目的として発行するものです。 

発行する特別号は、三島の「なぜ？」を紹介するページをはじめ、地元で活動している方や、Ｕター

ンしてきた方の紹介ページ、東京の大学へ通学している現役大学生の紹介ページなどで構成しています。 

なお、この特別号は、12月 10日（金）に県東部・伊豆地区の 5市 1町に在席している高校 3年生約

6,000人に 学校を通じて配布していただきます。 

 

 
 

１ 発行物・発行日 
  広報みしま「高校３年生向け特別号」 令和３年１２月１０日（金）発行 

 

２ 届け先 

静岡県東部・伊豆地区（三島市・沼津市・裾野市・函南町・伊豆市・伊豆の国市）の高等学校（23 
校）に在籍している高校３年生に学校を通じて配布 

 
３ 特別号の内容（全８ページ） 

（１）三島のこと、あなたは紹介できますか？ 

※今さら聞けないことなど、三島の「なぜ？」を紹介 

（２）地元で活動している方からのメッセージ 

（３）わたしたち、東京の大学へ通っています！現役の大学生 24時 

※三島から通学する 4人の現役大学生の生活を紹介 

（４）わたしたち、地元へ戻ってきました！ 

※地元へＵターンした 2人を紹介 

（５）未来レター（10年後の私に手紙を書いてみませんか）参加募集 

 

 

 

 

 

 

 

ここがポイント！ 
● 高校３年生を対象にした「広報みしま特別号」の発行は三島市初！ 
● 特別号は、12月10日（金）に県東部・伊豆地区の5市1町に在席している高校生約6,000人に 

学校を通じて配布 

 

三島市企画戦略部広報情報課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：田神 
TEL. 055-983-2620 FAX. 055-983-2719  e-mail：kouhou@city.mishima.shizuoka.jp 

【広報みしま特別号（表紙）】 
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せせらぎと緑と 活力あふれる 幸せ実感都市・三島 

こんな時期だからこそ 自分の未来 そして まちの未来を 

未来レター ～10 年後のわたしへ～ 
 ～ 10年後の自分あてに手紙を書いてみませんか ～ 

  
本市は、今年で市制施行80周年を迎える節目の年です。このたび、記念事業の一環として、10年後の自分

あてに手紙を出す「未来レター」事業を実施することといたしました。 

これは、新型コロナウイルスの影響により、全国各地で各種の事業やイベントが中止となってしまった中で、

この事業を通じて、未来や将来について前向きに考え、明るい希望を持つとともに、手紙を書く現在、そして

手紙が届く10年後に、自分自身や三島について改めて考えるきっかけとしていただくことを目的として実施す

るものです。 

市の公共施設（6カ所）で配布する専用の様式を使って10年後の自分あてに手紙を書き、100円切手を貼付

して専用の回収箱に投函していただきますと、2032年1月に郵送でご自宅にお届けする仕組みとなっています。 

専用用紙の配布と回収箱の設置期間は、12月17日（金）から来年2月4日（金）までとなっています。 

なお、設置初日となる12月17日（金）午後1時30分から市役所本館玄関ロビーの「未来レターブース」

前にてキックオフセレモニーを開催します。 

 
 

１ 専用様式の配布期間・回収箱の設置期間 
  令和３年１２月１７日（金）～令和４年２月４日（金） 

 

２ 専用様式の配布場所・回収箱の設置場所（６箇所） 

市役所本館玄関ロビー・市民生涯学習センター1階ロビー・ 
北上文化プラザ・中郷文化プラザ・錦田公民館・坂公民館 

 ※各施設が開館している曜日、時間に受け取り、提出ができます。 
 
３ 未来レターの出し方 

（１）専用様式の配布場所で様式を受け取ります。 

（２）10年後の自分あてに手紙を書きます。 

（３）100円分の切手を封筒に貼り付けます。 

（４）各施設に設置の回収箱に投函します。  

※郵便ポストには投函しないでください。 

 

４ キックオフセレモニー 

日 時  １２月１７日（金）午前１１時～ 

場 所  市役所本館玄関ロビー 

内 容  園児による未来レターの投函など（予定） 

 

ここがポイント！ 
● 10年後（2032年1月）に手紙をお届けします！ 
● 手続きは簡単！①専用用紙を受け取る ②手紙を書いて100円切手を貼付 ③専用回収箱へ投函 
● 専用の手紙には、下記の3項目が印刷されています。 

①10年後（2032年）のわたしへ ②大切なあなたへ（家族や友人について） ③10年後（2032年）の三島 
はどんな街になっていてほしいですか 

 

三島市企画戦略部広報情報課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：田神 
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【未来レター（封筒表面）】 
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せせらぎと緑と元気あふれる協働のまち・三島 ～環境と食を大切に～ 

令和４年版 三島市民カレンダーの発行 
～テーマは「みつけた！三島の“いいね”」～ 

 

市民カレンダーは、その年の主な事業やお知らせなどを掲載し、市民の皆様の生活に役立てていただくことを

目的として、昭和４２年から発行を続け、今年で５６年目を迎えることとなりました。 

今年の掲載写真のテーマは、「みつけた！三島の“いいね”」です。市内外から２００の作品を応募していただ

き、選定させていただきました。 

 

 

 

１ 令和４年版市民カレンダーについて 

発行日  １１月３０日（火） 

発行部数 ４５，９００部 
配布方法 自治会・町内会を通じて、広報みしま１２月１日号と一緒に配布。また、市役所、生涯学習センタ 

ー、市立公民館等で配布。 
 
 

２ 過去（５年間）のテーマ 

平成２９年  発見！みしまのステキ 
平成３０年  みしまで出会ったハピネスシーン 
平成３１年  今伝えたい箱根西麓の景色 
令和２年   私のイチオシの三島 
令和３年   未来に残したい三島 
 
 
 
 
 
 

 
 

ここがポイント！ 

● 市民カレンダーは、昭和４２年から発行を続け、今年で５６年目。 

● 掲載写真のテーマは、「みつけた！三島の“いいね”」。市内外から２００作品が応募（平成２９年版 

から掲載写真を公募）。 

三島市企画戦略部広報情報課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：関、木村 
TEL. 055-983-2620 FAX. 055-983-2719  
e-mail：kouhou@city.mishima.shizuoka.jp 
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県内で３２６例目 

野生イノシシの豚熱（CSF）感染確認に伴う 

緊急対策ついて 
 

この度、野生イノシシの CSF遺伝子検査において、市内で捕獲された野生イノシシとしては初めてとなる

感染（県内 326例目）が確認されました。市内においては日ごろから感染防止対策を徹底しています。今後

も、引き続き関係各位の皆さんの協力により感染拡大防止に関し、正確な情報提供に努めて参りますので、

根拠のない噂や情報などにより混乱することがないようご協力をお願いします。 

 

 

１ 日時・場所  

○県内事例 ： 326例目 

○捕獲日  ： 11月 12日（金） 

○捕獲場所 ： 三島市佐野 

○個体情報 ： オス（ 体長 95cm 体重 30kg） 

※今回は野生イノシシの感染確認であり、市内養豚場での豚熱の発生は確認されておりません。 

 

２ 市の対応 

市内においては、静岡県、市鳥獣被害対策実施隊並びに猟友会、養豚農家等と連携し、野生イノシシの駆

除、野生イノシシを対象とした野外での経口ワクチンの散布をはじめ、養豚場での豚熱予防注射及び消毒の

実施、豚舎周辺へのワイヤーメッシュ(網)の設置による防除など、日ごろから感染防止対策を徹底していま

す。 

また、今回の感染確認を受け、市内養豚場への周知及び状況確認、猟友会への周知、豚熱個体捕獲地近辺

へのくくり罠の重点設置、それに伴う猟友会へのくくり罠用ワイヤーセット 40組及び豚熱検査キット約 50

セット（血液採取）の緊急追加配布を行いました。また、11月 29日（月）に予定している経口ワクチン散

布は従来予定していた数（5,6カ所）から 10～15カ所に増加して行います。 

 
３ 補足情報 

豚熱(CSF)は家畜伝染病予防法により特定家畜伝染病に指定される豚及びイノシシ特有のウイルス性疾病

であり、人には感染しません。豚肉の摂取により、豚熱(CSF)が人に感染することは世界的に報告されてい

ません。また、市場に流通する豚肉は、全て検査に合格したものだけが、流通することになっており、感染

豚の豚肉が一般に販売されることはありません。 

 

ここがポイント！ 

● 豚熱は豚及びイノシシ特有のウイルス性疾病であり、人には感染しません。 

● 市内養豚場では豚熱予防注射及び消毒の実施、豚舎周辺へのワイヤーメッシュ（網）の設置による防

除を行っています。 

● 市鳥獣被害対策実施隊並びに猟友会による野生イノシシの駆除や野生イノシシを対象とした経口

ワクチンの散布を行っています。さらに今回の感染確認を受け、くくり罠設置等の強化を行いました。 

三島市産業文化部農政課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：土屋、青木 

TEL. 055-983-2652 FAX. 055-981-7720 e-mail：nousei@city.mishima.shizuoka.jp 
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マイナンバーカードを活用した 

戸籍謄抄本・戸籍の附票の写しの 

コンビニ交付サービスの開始について 
 

三島市では、令和 3年 12月 1日（水）から、マイナンバーカードを利用して、マルチコピー機を設置済

の全国のコンビニエンスストアで住民票の写し等の証明書が取得できる「コンビニ交付サービス」につきま

して、新たに戸籍謄抄本・戸籍の附票の写しの発行を同サービスのメニューに追加することとしました。 

土曜日・日曜日・祝日を含む毎日早朝（AM6:30～）から深夜（～PM11:00）まで、簡単なタッチパネルの

操作で取得できます。 

 

 

 

１ 日時・場所  

令和 3年 12月 1日（水）から、マルチコピー機を設置済の全国のコンビニエンスストアで利用可能 

 

２ 事業の詳細 

・コンビニに設置されているマルチコピー機から、マイナンバーカードを利用して取得します。 
・現行の住民票や印鑑証明書のコンビニ交付サービスと同様に、土・日・祝日を含む毎日（12月29日か

ら1月3日及びシステムのメンテナンス日は除く。）早朝6:30から深夜11:00までの時間帯で、マルチ

コピー機の簡単なタッチパネルの操作で、短時間で取得できます。 
・本籍地を三島市内に有する市内在住の方であれば、令和3年12月1日（水）のサービス開始初日から

取得可能です。 
・本籍地は三島市内に有するが、市外に在住の方は、事前に三島市への利用登録申請（これもコンビニか

ら可能）が必要。コンビニ交付サービスで戸籍証明書等の交付を受けようとする場合において、初回の

みの手続き※を行っていただきます。（利用登録完了まで 4～5 日。その後にサービス利用が可能とな

ります。） 
  （※その後、市区町村をまたいだ住所異動を行った場合などは再度利用登録申請が必要です。） 

・戸籍謄抄本・戸籍の附票の写しの取得に係る手数料の金額は窓口発行と同額です。 

（戸籍謄抄本一通あたり 450円、戸籍の附票の写し一通あたり 300円） 

・利用者証明用電子証明書が搭載されたマイナンバーカードによりコンビニ交付を利用することができま

す。 

 

ここがポイント！ 

● コンビニ交付サービスのメニューに、新たに戸籍謄抄本・戸籍の附票の写しの発行を追加し、証明書

発行に係る利便性の向上を図った。 

● これまで戸籍謄抄本・戸籍の附票の写しは、窓口対応・郵送対応のみであったが、土曜日・日曜日・

祝日を含む毎日（システムのメンテナンス日を除く。）早朝（AM6:30～）から深夜（～PM11:00）まで、

マルチコピー機の簡単なタッチパネルの操作で、短時間で取得できることになる。 

三島市環境市民部市民課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：長島、渡邊、高塚 
TEL. 055-983-2602 FAX. 055-991-0488  e-mail：shimin@city.mishima.shizuoka.jp 
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心のバリアフリー社会の実現を目指して 

バリアフリー教室 in北小 
～車いす体験等から手助けや介助方法を学ぶ～ 

 

市では、三島市移動等円滑化基本構想の基本方針の一つである「心のバリアフリーの推進」を目的に、 

毎年、市内の小学生を対象にした「バリアフリー教室」を開催しています。 

この教室を通して、障害のある方等への理解を深めることで、誰もがごく自然に障害のある方をサポート

できる「心のバリアフリー」社会の実現を目指します。 

 

 

 

１ 日時・場所 

12月９日(木)10時 20分～12時 05分  

三島市立北小学校 体育館等(三島市文教町１丁目４番８号) 

 

２ 事業の概要 

参加者：三島市立北小学校３年生  

主 催：国土交通省中部運輸局静岡運輸支局、三島市、 

社会福祉法人三島市社会福祉協議会 

協 力：三島市身体障害者福祉会 

内 容：①講話（身体障害者福祉会より） 

障がいのある方からの体験談、バリアフリーの基礎知識、 

障がいのある方への接遇 

     ②疑似体験及びサポート体験等 

車いす体験、ノンステップバス乗降体験等 

 

３ これまでの経過 

平成 20年からの取組を開始（今年で 13回目の開催） 

 
 
 
 

 
 
 

ここがポイント！ 

● 車いす体験や低床バスの乗降体験、障がいのある方からの体験談を聞くことにより、日常生活にお

けるバリアとは何かを知り、バリアフリーに関する理解と関心を深めます。 

● 中部運輸局静岡運輸支局、三島市社会福祉協議会、三島市の３団体による共催で行います。 

三島市計画まちづくり部都市計画課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：松本 
TEL. 055-983-2631 FAX. 055-973-7241 e-mail：toshikei@city.mishima.shizuoka.jp 

【ノンステップバス乗降体験】 

【車いす体験】 

昨年度の実施状況 
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～音楽でつながる 未来へつなげる～ 
三島市制８０周年・文化会館開館３０周年記念 

三島せせらぎ音楽祭 
日本のクラシック界を代表するトッププレイヤーが三島に集結！  

 

日本のクラシック界を代表する一流の音楽家と、三島市で活動する吹奏楽団や音楽を愛好する市民・団体

が協働でつくりあげる音楽祭を初開催。街を流れる「せせらぎ」のように上質なクラシック音楽をお届けし

ます。 

 

 

１ 音楽祭のプログラム 

♪未来へつなげる  吹奏楽クリニック 

♪音楽でつながる  訪問コンサート 

♪三島でつなぐ   YouYouせせらぎコンサート 

 

２ 主催等 

主催：三島せせらぎ音楽祭実行委員会、株式会社SBSプロモーション、 
公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 

共催：三島市、三島市教育委員会、三島市民文化会館 

 

３ 各プログラムの概要 

(1)吹奏楽クリニック 

下野竜也氏（指揮者）、高橋敦氏（トランペット）による指導 

ア 令和 3年 12月 11日（土） 

10：00～12：00 山田中学校吹奏楽部（会場：山田中学校 音楽室） 

14：30～16：30 U-15伊豆中学生選抜吹奏楽団（会場：市民文化会館 リハーサル室他） 

18：00～20：00 三島市民吹奏楽団（会場：市民文化会館 小ホール） 

イ 令和 3年 12月 16日（木） 

19：00～21：00 U-15伊豆中学生選抜吹奏楽団（会場：市民文化会館 小ホール） 

 

(2)訪問コンサート（予定） 

ア 令和 4年 1月 14日（金） 

市内小学校（予定） 

イ 令和 4年 1月 15日（土） 

市内病院施設（予定） 

ミニコンサート＆福祉事業所展示即売会（会場：日清プラザ三島店 1F催事場）（予定） 

ここがポイント！ 

● 日本のクラシック界を代表する一流の音楽家 14名が三島に集結！ 

● 吹奏楽クリニック・訪問コンサートを通して、子どもたちの未来へつなげる、市民が音楽でつながる

時間を届けます。 

● 最終日には文化会館大ホールでコンサートを開催。上質なクラシック音楽を 2部構成で鑑賞いただけ

ます。 

【コンサートチラシ】 
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 (3)YouYouせせらぎコンサート 

令和 4年 1月 16日（日）（会場：市民文化会館 大ホール） 

第 1部 ふれあいステージ    開場 10：30 開演 11：00（約 80分） 

第 2部 ザ・クラシックステージ 開場 13：30 開演 14：00（約 120分） 

※曲目・チケット販売情報等の詳細は配布資料のとおり（チラシ参照） 

 

４ 音楽祭の出演者 

下野竜也（指揮者※吹奏楽クリニックのみ）、横山幸雄（ピアノ）、矢部達哉（ヴァイオリン）、 

戸上眞里（ヴァイオリン）、松浦奈 （々ヴァイオリン）、水谷晃（ヴァイオリン）、篠﨑友美（ヴィオラ）、 

大島亮（ヴィオラ）、山本裕康（チェロ）、富岡廉太郎（チェロ）、池松宏（コントラバス）、 

高橋敦（トランペット）、清水華澄（メゾソプラノ）、隠岐彩夏（ソプラノ） 

※プロフィール詳細は配布資料のとおり（チラシ裏面参照） 

 

５ 経緯、補足情報 等 

・昨年 8月に市内で開催された「JAPAN LIVE YELL project」シンボルイベント『ライブ・ライブみし

ま こころの音楽会』（主催：文化庁、公益社団法人日本芸能実演家団体協議会 共催：三島市）をき

っかけに、音楽家と市民が協働で音楽祭を企画。 
・本音楽祭は、文化庁 大規模かつ質の高い文化芸術活動を核としたアートキャラバン事業 「JAPAN LIVE 

YELL project」を利用し実施します。 

 

三島市産業文化部文化振興課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：佐藤 
TEL. 055-983-2756 FAX. 055-981-7720  e-mail：bunka@city.mishima.shizuoka.jp 



三島せせらぎ音楽祭 

吹奏楽クリニック一般公開（見学）のお知らせ 

 

日本を代表する一流の音楽家が、「三島せせらぎ音楽祭」の一環として、三島市内の吹奏

楽団体を対象に演奏指導（クリニック）を行います。 

これに伴いクリニックの様子を下記により一般公開しますので、吹奏楽関係者などご興

味のある方は是非お越しください。 

 

記 

 

１ 対象団体及び公開日時 

⑴三島市民吹奏楽団 

  日時：令和３年 12月 11日（土）18:00～20:00（開場 17:45） 

場所：三島市民文化会館 小ホール 

⑵U-15伊豆中学生選抜吹奏楽団 

  日時：令和３年 12月 16日（木）19:00～20:45（開場 18:45） 

場所：三島市民文化会館 小ホール 

２ 指導者 

下野 竜也（指揮者） 

高橋 敦（トランペット） 

３ 定員など 

①、②いずれも先着 150人。事前申し込み不要。当日会場に直接お越しください。 

 

※発熱又は風邪の症状、体調がすぐれない方は来場をお控えください 

※会場でのマスクの着用、検温、手指のアルコール消毒にご協力ください 

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により中止、内容等を変更する場合があります 

 

 

〈問合せ先〉 

三島市産業文化部文化振興課 

〒411-8666 三島市北田町 4-47 

TEL.055-983-2756 

FAX.055-981-7720 

E-Mail:bunka@city.mishima.shizuoka.jp 
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せせらぎと緑と 活力あふれる 幸せ実感都市・三島  

令和３年 年末の交通安全県民運動 
～安全を つなげて広げて 事故ゼロへ～ 

 

市民一人ひとりが、自らの交通安全に関する意識を高め、交通ルールの遵守と交通マナーの実践に努める

ことにより、交通事故防止を図ります。 

 
１ 日時・場所 

日 時  令和３年１２月１５日（水）～３１日（金）の１７日間 

  場 所  三島市内各所 

２ 主な事業の詳細  

・初日一斉街頭広報 
日時 令和３年１２月１５日（水） 
内容 運動開始を周知する「初日一斉街頭広報」を各種交通関係

団体と協力して行います。市役所前では、三島警察署、交

通安全協会三島地区支部交通安全指導員、警察署関係団体、

市民関係団体の代表者、三島市職員の合計約８０名で、の

ぼり旗を掲出してドライバーや歩行者に交通安全の啓発を

行います。 

 

・二人三脚高齢者訪問 

日時 令和３年１２月１５日（水） 

内容 交通安全指導員、民生委員、市職員が高齢者宅を訪問して、

個別に交通安全を呼びかけます。 

   ※本活動は戸別訪問のため実施を控えていましたが、新型

コロナウイルス感染症に配慮したうえで、今季運動から活

動を再開します。 

 

・飲酒運転撲滅・ピカッと作戦！ 
日時 令和３年１２月１７日（金） 
内容 三島警察署員、交通安全指導員、市職員が、本町や三島広

小路駅周辺の飲食店を訪れて、店内での飲酒運転撲滅のポ

スターの掲示や歩行者へ反射材の着用を呼びかけしていた

だくよう依頼します。 

 

ここがポイント！ 

● 初日一斉街頭広報の日（１２月１５日（水））：本運動の開始を広報するとともに、街頭における交通

指導等を行い、期間中に行われる各種活動への取組意識を高めます。 

● 飲酒運転撲滅・“ピカッと作戦”（１２月１７日（金））：県下一斉の「飲酒運転等危険運転防止の日」

に合わせ本町や三島広小路駅周辺の飲食店に飲酒運転撲滅及び反射材着用の呼びかけを依頼します。 

三島市環境市民部 地域協働・安全課 〒411-8666 静岡県三島市北田町4-47 担当：小澤 
TEL. 055-983-2651 FAX. 055-975-3130  

 
 

▲二人三脚高齢者訪問（令和元年夏） 

▲初日一斉街頭広報（令和３年春） 

▲飲食店を訪問（令和２年冬） 

 



令和３年 年末の交通安全県民運動実施計画書 
１ 期   間    １２月１５日（水）～１２月３１日（金）まで１７日間 
２ スローガン    ～ 安全を つなげて広げて 事故ゼロへ ～ 
３ 運動の重点    ○横断歩行者の安全確保と自転車の安全利用 

○夕暮れ時と夜間の事故防止 
○飲酒運転等危険運転の防止 
○危険を予測した「かもしれない」運転と歩行の徹底 

４ 行事関係 

行 事 名 実 施 日 行  事  内  容 実 施 場 所 関係機関・団体 

初日一斉 
街頭広報 

１２月１５日 
（水） 

7:30～8:00 

交通安全運動の周知徹底と、交通安

全意識の高揚を図り正しい交通ルー

ルとマナーの実践を促すため、関係団

体の協力を得て、市役所前、自治会主

要交差点、通学路で、街頭広報・指導

を実施する。 
※市役所前は、警察署員、警察関係

団体員、市民団体の代表者、市職員の

みで実施。 

市役所前・自治

会主要交差点・

通学路 

三島市、三島市議会 
三島警察署、警友会 
交通安全協会 
安全運転管理協会 
交通指導員会 
交通安全母の会 
交通事故撲滅市民の会 
シニアクラブ三島 
地域交通安全活動推進委員会 

二人三脚 
高齢者訪問 

１２月１５日 
（水） 

13:30～15:00 

交通安全指導員、民生委員、市役所

が協力し、高齢者宅を訪問して交通安

全を呼びかける。 

中郷地区 
（松本） 

三島市 
民生委員 
交通安全指導員 

飲酒運転撲滅・ 
ピカッと作戦！ 

１２月１７日 
（金） 

17:30～18:30 

飲食店を巡り、飲酒運転根絶及び反

射材の着用を促す“ピカッと作戦！”

への啓発の協力を依頼する。 

本町・ 
三島広小路駅 

周辺 

三島市 
三島警察署 
交通安全指導員 

出張！ 
交通パトロール 
“トラパト” 

１２月２１日 
（火） 

8:00～9:00 

保護者に対し、シートベルト・チャ

イルドシートの正しい着用の徹底を

推進する。 

緑町佐野 
保育園 

三島市 
交通安全指導員 

自転車安全利用

強化の日 

１２月２２日 
（水） 

11:00～11:45 

自転車の正しいルールの徹底やマ

ナーの遵守を呼びかけるため、主要交

差点にて啓発を行う。 
三島駅東交差点 

三島市 
三島警察署 
交通安全指導員 
三島市交通指導員会 

※トラパト…交通パトロール（トラフィック パトロールの略）。新型コロナウイルス感染症防止に配慮した広報活動。 
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市民の想いがこもった作品の数々が誌面を飾る 

市民文芸誌  「文芸三島」 
～今年は４４号！入賞者表彰式も開催～ 

 

「文芸三島」は、文芸活動に関心をもつ市民の皆さんの作品を掲載した文芸誌で、昭和５３年度に創刊し

て以来、市民の文芸創作活動の場として定着しています。１２月１５日（水）に発行となる第４４号には、   

８部門に２４８作品の応募があり、約２００作品が掲載されます。 

また、１２月１６日（木）には入賞者表彰式及び入選者・編集委員との意見交換会が行われます。 

 

１ 文芸三島第４４号概要 

(1) 発行について 

  発行・編集  三島市・三島市教育委員会・文芸三島編集委員会 

発 行 日  １２月１５日（水） 

発 行 部 数  ６００部 

作 品 部 門  小説、文芸評論、随筆、詩、短歌、俳句、川柳、はめ字文（計８部門） 

応 募 資 格  市内在住、通勤・通学、もしくは市内で活動する文芸団体に所属 

応 募 点 数  ２４８点（２０２人） 

(2) 販売について 

  期   間  令和３年１２月１７日（金）～令和４年３月４日（金） 

         ※３月７日（月）以降は文化振興課にてバックナンバーとともに販売 

価   格  １冊７００円 

販 売 場 所  文化振興課、図書館本館、図書館中郷分館、協力書店 

２ 文芸三島第４４号入賞者表彰式 

  日   時  １２月１６日（木）午後１時３０分～（約１時間） 

  会   場  市民生涯学習センター３階 講義室 

  賞 本 数  最優秀賞「文芸三島賞」８本 

奨励賞「文芸三島奨励賞」４７本 

  入 賞 者  別紙一覧のとおり 

         ※入賞者の公表解禁は１２月１６日（木） 

         午後２時３０分とさせていただいております。 

出席予定者  入賞者４７人（重複受賞を含む）、 

編集委員（委員長 藤岡武雄氏）８人、 

         選者８人（６人は編集委員を兼任）、市関係者４人 

ここがポイント！ 

● 昭和５３年度発行の創刊号には、三島市にゆかりのある文化人の小出正吾氏、五所平之助氏、大岡博

氏が選者として名を連ねる。 

● 小説、随筆、詩、短歌、俳句部門を一般の部、学生の部に分けて掲載。 

三島市産業文化部文化振興課 〒411-8666 静岡県三島市大社町1-10 担当：中島 
TEL. 055-983-2756 FAX. 055-981-7720  e-mail：bunka@city.mishima.shizuoka.jp 

【文芸三島４３号表彰式の様子】 



文芸三島第44号入賞者一覧

部　　門 賞 入賞者氏名 ペンネーム 題　　名

小説 文芸三島賞

寺田

てらだ

　淑乃

よしの

四方

よも

　凛子

りんこ

カフェ桜川

さくらがわ

　－三日月夜

みかづきよ

の客

きゃく

、賢太

けんた

の場合

ばあい

―

奨励賞

勝川　宏美

かつかわ　ひろみ

長月　梓

ながつき　あずさ

あの人

ひと

の嘘

うそ

奨励賞

廣中　教純

ひろなか　みちよし

広中　教純

ひろなか　みちよし

散

ち

って咲

さ

く

奨励賞

徳永　慎司

とくなが　しんじ

並木　涼

なみき　りょう

大阪

おおさか

の街

まち

に雪

ゆき

が降

ふ

る

奨励賞

杉山　むつ美

すぎやま　むつみ

マカレア 緩和病棟

かんわびょうとう

文芸評論 文芸三島賞

鈴木

すずき

　隆幸

たかゆき

三島

みしま

町

ちょう

（市

し

）歌

か

　覚書

おぼえがき

随筆・一般の部 文芸三島賞

田宮

たみや

　真理子

まりこ

日韓

にっかん

の間

はざま

で生

い

きた画家

がか

・佐藤

さとう

九二男

くにお

奨励賞

古長谷　達子

こながや　たつこ

秋祭

あきまつ

り

※1

奨励賞

沼上　廣美

ぬまがみ　ひろよし

愛

あい

と感動

かんどう

の旅

たび

奨励賞

櫻井

さくらい

　よし江

え

ムウちゃんと水

みず

のまち三島

みしま

奨励賞

深山

みやま

　幸子

さちこ

福島

ふくしま

の六日間

むいかかん

※2

奨励賞

池谷　恵子

いけがや　けいこ

清水

しみず

　恵

けい

鳴

な

く鹿

しか

の

奨励賞

池田

いけだ

　英敏

ひでとし

長期

ちょうき

記憶

きおく

随筆・学生の部 奨励賞

鈴木

すずき

　泰智

たいち

漣

さざなみ

　烈恋

れん

「死

し

」を通

とお

して

詩・一般の部 文芸三島賞

吉田　郷江

よしだ　さとえ

みなみ　しまこ 太陽

たいよう

はいつでも

奨励賞

奇二

きじ

　道子

みちこ

時

とき

をつなぐ

奨励賞

保科

ほしな

　章代

ふみよ

未来

みらい

予想図

よそうず

奨励賞

谷

たに

　和子

かずこ

大地

だいち

の足音

あしおと

奨励賞

深山

みやま

　幸子

さちこ

戦後

せんご

七十五年

ななじゅうごねん

※2

奨励賞

江川

えがわ

　温子

はるこ

ほのかに

※3

奨励賞

鬼久保　文子

おにくぼ　やすこ

少年

しょうねん

の気遣

きづか

い

※4

詩・学生の部 奨励賞

野田

のだ

　慶暁

よしあき

成川

なるかわ

　ともき 僕

ぼく

は明智

あけち

奨励賞

佐藤

さとう

　朱桜

みお

雨

あめ

の日

ひ

奨励賞

古澤

ふるさわ

　朝陽

あさひ

青年期

せいねんき

奨励賞

古藤田

ことうだ

　晴菜

はるな

自分

じぶん

らしさ

奨励賞

入江

いりえ

　優虎

ゆうこう

あなたにとっての

短歌・一般の部 文芸三島賞

矢田部

やたべ

　てるみ

奨励賞

奈倉

なくら

　富喜子

ふきこ

奨励賞

鬼久保　文子

おにくぼ　やすこ

※4

奨励賞

二ノ宮

にのみや

　隆子

たかこ

奨励賞

鈴木

すずき

　昭紀

あきのり

※5

奨励賞

向井

むかい

　昌代

まさよ

奨励賞

木村

きむら

　由美子

ゆみこ

奨励賞

星谷

ほしや

　孝彦

たかひこ

奨励賞

谷口

たにぐち

　トシ子

こ

奨励賞

江川

えがわ

　温子

はるこ

※3

短歌・学生の部 奨励賞

松永

まつなが

　慶悟

けいご

奨励賞

後藤

ごとう

　舞花

まいか

俳句・一般の部 文芸三島賞

鈴木

すずき

　経彦

つねひこ

奨励賞

鈴木

すずき

　昭紀

あきのり

※5

奨励賞

村山

むらやま

　裕子

ひろこ

奨励賞

古長谷　達子

こながや　たつこ

※1

奨励賞

伊藤

いとう

　義孝

よしたか

奨励賞

福田　佳子

ふくだ　よしこ

冬

ふゆ

　一

いち

子

こ

俳句・学生の部 奨励賞

磯野

いその

　仁志

ひとし

川柳 文芸三島賞

古長谷　達子

こながや　たつこ

※1

奨励賞

寺田

てらだ

　光一郎

こういちろう

だみぞう

※6

奨励賞

志村

しむら

　肇

はじめ

志村

しむら

　遊酔

ゆうすい

※7

はめ字文 文芸三島賞

志村

しむら

　肇

はじめ

志村

しむら

　遊酔

ゆうすい

※7

奨励賞

溝田

みぞた

　昌

まさ

宏

ひろ

奨励賞

土屋

つちや

　豊和

とよかず

奨励賞

松澤

まつざわ

　紘一

こういち

郎

ろう

奨励賞

寺田

てらだ

　光一郎

こういちろう

だみぞう

※6

奨励賞

泉明寺

せんみょうじ

　邦彦

くにひこ

奨励賞

森崎

もりさき

　祐治

ゆうじ

島明人間

とうめいにんげん

※重複受賞者
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国 土 交 通 省 国 土 地 理 院 

中部地方測量部 

 

地理空間情報の活用促進のための協力に関する協定 

国土交通省国土地理院による市職員研修会 
～国土地理院との協定内容を職員が把握～ 

 

令和３年７月に熱海市で発生した土石流災害を受け、国土交通省国土地理院と地理空間情報の活用促進の

ための協力に関する協定を 11月９日に締結しました。 

これを踏まえ、国土地理院職員を講師に迎え、三島市職員研修会を開催し、地理空間情報の活用方法等に

ついて理解を深めます。 

 

 
 

１ 日 時 

12月 21日（火） 午前 10時～ 

 

２ 場 所 

市役所中央町別館４階 第１会議室 

 

３ 研修内容 

・協定締結の基礎内容 
・国土地理院のデータを用いた地理空間情報の利活用 
・災害時の国土地理院の対応状況（熱海市伊豆山の例も交えて） 
・盛り土の状況把握に活用できる地理空間情報 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

ここがポイント！ 

● 国土地理院職員が三島市職員に対して、協定内容等の概要及び地理空間情報の活用方法を説明しても

らうことで、災害時における地理空間情報の活用をはじめとする市職員の技術力向上につながる。 
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